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2019年 2月 7日 

北海道ガス株式会社 

 

 

モバイルバッテリーシェアリングサービスの実証事業を開始 

「持ち運べる北ガスの電気」～災害に強い地域社会づくりにも寄与～ 
 

 

北海道ガス株式会社(本社：札幌市、社長：大槻 博、以下「北ガス」)は、GREEN UTILITY株式会社

(所在地：東京都、社長：李 展飛)との協業によるモバイルバッテリーシェアリングサービス(以下、

「本サービス」)の実証事業を行います。 

 

2019年 2月 12日(予定)～3月 31日の期間、「持ち運べる北ガスの電気」としてモバイルバッテリー

が内蔵されたステーションを、JR札幌駅などの札幌市内中心部各所に設置いたします。ステーション

があるところでは誰でもバッテリーを借りて、返却することができます。 

生活に不可欠なスマートフォンなどの充電ニーズに応えることで、地域の暮らしを支えるとともに、

年々増加する観光客の皆さまもより快適に過ごせるまちづくりに貢献してまいります。さらに、災害

時には、連絡や情報収集手段としても重要な役割を担うスマートフォンなどのバッテリーを提供する

ことで、災害に強い地域社会づくりにも寄与します。 

 

今後は、本サービスの本格展開に向けたお客さまニーズの検証を行い、普及拡大に向けた各企業・

自治体との連携等、進めてまいります。 

北ガスは、地域に根差す企業として、これからもお客さまの暮らしを支えるサービスを充実させて

いくとともに、災害に強いまちづくりにも貢献してまいります。 

 

 

＊詳細につきましては、次ページ以降の資料をご覧ください 
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モバイルバッテリーシェアリングサービス 
導入の背景～地域の課題解決を目指す～ 

北ガスは、地域に根差す企業として、 
快適かつ災害にも強いまちづくりへ貢献していきます。 
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■札幌市内を中心に約40箇所にモバイルバッテリーの 
 「ステーション」を設置します。 
 
■誰でも手軽にバッテリーをレンタル可能。 
 使用したバッテリーは、借りた場所以外でも返却 
 することができます。 

 
 
 

エネルギーをシェア！「持ち運べる北ガスの電気」 
モバイルバッテリーシェアリングサービスとは？ 

エネルギーをシェアする、新しいサービス 

充電したバッテリーを街中でシェア 
“新しいエネルギー供給”の形を目指します 

スマートフォンに専用アプリ 
「mocha（モチャ）」をダウンロードして 

ご利用いただきます 
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●モバイルバッテリーステーション 
   

エネルギーをシェア！「持ち運べる北ガスの電気」 
モバイルバッテリーシェアリングサービスとは？ 

主な設置場所 

■JR札幌駅前(東改札側コンコース、改札内） 

■ＪＲ新千歳空港駅 

■ＪＲ桑園駅 

■大通ＢＩＳＳＥ地下１階 

■札幌市内各商業施設 

■札幌市内各飲食店     など 

 

※詳細は随時ＷＥＢサイトにて公開中 

 https://www.mocha.jp/kitagas-mocha 

30スロットタイプ▶ 
  ※デジタルサイネージ付 

▼10スロットタイプ 
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エネルギーをシェア！「持ち運べる北ガスの電気」 
モバイルバッテリーシェアリングサービスとは？ 
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エネルギーをシェア！「持ち運べる北ガスの電気」 
～災害時にも暮らしを支える～ 

 

■緊急時にはバッテリーの一斉開放が可能 
 
 緊急速報、家族の安否確認など、非常時こそスマートフォンの必要性が高まります。 

バッテリーステーションの普及拡大を進めていくことで、 
“災害に強いまちづくり”に貢献してまいります 

▶3種のケーブルが内蔵され   
ているため、ケーブルは不要 


